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１．�投資家におけるサステナビリティ
情報の重要性向上

　昨今、社会や環境との関係におけるサステナビ

リティ（持続可能性）が企業経営の課題としてク

ローズアップされている。「経済活動の前提とし

て社会があり、さらに社会が成り立つ前提として

環境がある」という考えが浸透してきた今日、サ

ステナビリティに関するマテリアリティ（重要課

題）を考慮した経営が企業存続の必須要件と言っ

ても過言ではない。また、サステナビリティに関

するリスクや機会は、短期的には影響が顕在化し
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　サステナビリティの概念は様々な主体において説明がなされているが、本稿では日本版スチュワードシップ・
コードにおける「ESG要素を含む中長期的な持続可能性」との整理に基づき、三井住友トラスト・アセットマネ
ジメントにおけるサステナビリティ情報（ESG情報）の具体的な活用事例を紹介するとともに、サステナビリテ
ィ情報の有用性および将来展望を考察する。
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機関投資家はサステナビリティ情報開示を
どのように投資意思決定に役立てるか

サステナビリティ情報開示基準の進展と予想される変化




